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１ ２ 年 ３ 

としょかんのまどぐちには、くみたてると本になる「わくわく本だな」もあるよ。 

ホームページもみてね！〈編集・発行〉 富山市立図書館 富山市西町 5番 1号 電話 076-461-3200 

ホームページも 

みてね！ 

E『 マークとピクシー 』 

 ルイーズ・ファティオ／さく ロジャー・デュボアザン／え  

石津ちひろ／やく 好学社    

 ねこのピクシーは、おいしそうなシマリスのマークを食
た

べてみたくて追
お

いかけ

回
まわ

します。ところがピクシーはけがをして動
うご

けなくなり、つかれきったマークも

ピクシーのかいぬしにほごされ、鳥
とり

かごに入
い

れられてしまいます。二
に

ひきは何日
なんにち

もの間
あいだ

、じっと見
み

つめ合
あ

うことになりました。 

K470『 つぼみ実物
じつぶつ

大
だい

ずかん 』 

高岡昌江／編 あすなろ書房 

どこでも見
み

られる道
みち

ばたの花
はな

や、身近
み ぢ か

な花のつぼみをかんさつする本
ほん

で

す。みんなもよく知
し

っているタンポポやコスモスのつぼみの形
かたち

はわかるか

な？ 食
た

べられるつぼみもしょうかいします。ブロッコリーって、つぼみを

食べているんですよ。 

K913『 モジモジばあは、本
ほん

のおいしゃさん 』 

仁科幸子／作 文溪堂 

 図書館
としょかん

の本は、たくさんの人
ひと

が読
よ

みます。ぼろぼろになった本は、だれが直
なお

してい

るのでしょう？ じつは、図書館に住
す

んでいるアリがこっそり直しているのです。本

が大
だい

すきなアリ「モジモジアリ」です。図書館がしまったあと、ぼろぼろになった本

を見
み

つけて、ひみつの薬
くすり

で本を元気
げ ん き

にしています。 

K913『 ほんとにともだち？ 』 

如月かずさ／作 高橋和枝／絵 小峰書店 

まあくんとたんくんは、いつもいっしょに遊
あそ

んでいます。でも、ねんど遊びを

するときはそれぞれすきなものを作
つく

るし、おしゃべりもほとんどしません。それ

を見
み

たまあくんのおねえちゃんが「まあくんとたんくんって、ほんとにともだち

なの？」と言
い

いました。まあくんは、だんだん心配
しんぱい

になってきました。たんくん

はまあくんのことをどう思
おも

っているのでしょう？ 
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４ ５ 年 ６ 

ホームページも 

みてね！ 

K913『 どろぼう猫
ねこ

とイガイガのあれ 』 

小手鞠るい／作 早川世詩男／絵 静山社 

小学 4年生のすずらんちゃんは、野菜と算数が大きらいです。きらいなもの

を考えるだけで、すずらんちゃんの心の中にイガイガした何かが生まれます。

「野菜も算数も、この世からなくなってしまえばいいのに」。そう思っていた

ある日、すずらんちゃんは晩
ばん

ご飯のピーマンを残そうとしました。すると、ど

こからか猫が飛び出してきて、すずらんちゃんの心の中の「イガイガ」をぬす

んでしまったのです。 

K383『 くさい食べ物大
だい

図
ず

鑑
かん

 』 

前橋健二／監修 岡本倫幸／画 杉本龍一郎／画 開発社／編 金の星社  

 

 どんなにおいか、想像
そうぞう

してみてください。「くさったタマネギ」、「よごれた

公衆
こうしゅう

トイレ」、「生
なま

がわきのぞうきん」、「何日もはき続
つづ

けたくつした」……。 

そんなにおいがする食べ物をしょうかいする本です。いったいどんな味が

するのでしょう？ 

K933『 レベッカの見上げた空 』 

 マシュー・フォックス／作 堀川志野舞／訳 静山社                                  

 カーラは友だちをつくるのが苦手で、いつも独
ひと

りぼっちです。ある日、望遠鏡

で外を見ていると、1人の女の子を見つけます。すり切れた服を着て、寒さで顔

を青くした女の子は、たきぎを集めているようでした。カーラは、女の子と友だ

ちになれるかもしれないと思って、急いで家を出ます。期待をこめて声をかけ

ますが、なぜか女の子にはカーラの声が届
とど

きません。それどころか、女の子は目

の前にいるカーラが見えていないようでした。 


